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2015/	
 
4 月 4 日議事録	
 NPO ふくてっく定例会  

司会	
 古場	
 会員	
 

場所	
 大阪市立社会福祉センター	
 

＊事務局報告＊	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 中北	
 会員	
 

・2015,06 発行、ふくてっく会報８８号、原稿をお願いしている会員は、5/9 までに原稿をお願いします・・・清水会員	
 

・5 月の定例会は第 2週の 9 日です。	
 	
 ・学習会の予定	
 ５月以降は未定	
 

＊閲覧資料および書籍の紹介＊	
 

Ａ催し・事業企画の案内	
 

	
 Ａ-1	
 	
 バリアフリー2015／慢性期医療展 2015	
 

Ｂ他団体の機関紙等	
 

Ｂ-1	
 まねき猫通信	
 VOL152	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｂ-2	
 サロンあべの	
 VOL344	
 

Ｂ-3	
 ぽんぽこ通信 36 号	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｂ-4	
 KSKP マッサク№134	
 

Ｂ-5	
 ＫＳＫＱファースト・ラン№93	
 	
 	
 Ｂ-6	
 ちゅうぶ通信	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｂ-7	
 	
 ハニービー通信	
 

Ｃ情報誌	
 

	
 Ｃ-1	
 COMVO	
 4 月号	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｃ-2	
 茶屋町通信	
 vol.74	
 

Ｄその他	
 

	
 Ｄ-1	
 第３期大阪府地域福祉支援計画	
 Ｄ-2	
 ボランティア活動振興基金の案内	
 	
 大阪市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動センター	
 

	
 Ｄ-3	
 日本ＮＰＯセンター入会の案内	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｄ-4	
 豊中市シニアハウジング情報	
 

	
 Ｄ-5	
 介護保険と階層化・格差化する高齢者	
 水野博達	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｄ-6	
 介護保険と居住福祉関係資料	
 

	
 Ｄ-7	
 奈良県評価基準について	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 Ｄ-8	
 市大から	
 ＮＰＯとの協働	
 ｱﾝｹｰﾄ	
 

＊学習会＊	
 13：50～15：20	
 

「ビフォー・アフターあれこれ」	
 	
 

講師：中北	
 幸氏	
 

2015.02.22 ビフォア―・アフターで放送された「甲子園の家」のお話しをお聞きしました。経緯は、2013.12 に製作ＴＶから

電話。昨年１月に会い話を聞き２月からスタートして今年２月に放映。設計から放映まで短期間でハードだった。「甲子園の

家」は、1970 年万博の時の建売で築 44 年。その８年後に施主が購入。改修計画として４本柱を考えた。①耐震補強をしっか

りしてこれからも住み続けることのできる家に、②91 歳の男性のこれからのことを考えた住まいに、③これを機に娘さん夫

婦（60 歳代）と同居。老老介護の二世帯住宅における生活リズムの違い、孫やひ孫が泊まりに来ることにも対応できる住ま

い、④自然の恵みを感じ取ることのできる住まい。敷地面積 90 ㎡程、東側道路から 1200 ㎜が 1ＦＬという条件。着工が７月

になったことは、勝手に増築をしていたため、違反建築物となり、まず現行法に適合させ、耐震診断等を行ったために。耐震

補助金・改造助成金、木材利用ポイント等を使った。まず、解体・・・新築の方がという状況まで解体して、新たにベタ基礎

をつくり、添え柱や合わせ梁などで軸組みを補強。外壁下地にダイライトという耐震壁を採用し、２階床は 24 ㎜構造用合板

を貼り、水平構面への配慮も行い、タルキは新しくして、合板で屋根構面も安全性を確保。屋根面にコア抜きしているのは、

自然の力を活用したＯＭソーラーのしくみづくり。冬に暖められた空気は、ベタ基礎のコンクリートに蓄えられるように。ア

プローチに緑を！少し狭いがスロープをつくり、手すりを延長してパーゴラをつくり、３年後には葡萄が収穫できる予定。勝

手口のさるの仕掛け！非常時に一発で扉が外側に倒れるような仕掛けを扉にした。先程のコア抜きもそうだが、番組途中で出

演者にクイズを出さないといけないことに苦労した。請負契約は、2430 万だったが、手間が倍以上かかっているので、この

金額では納まっていない。撮影のために、同じ動作を何度もさせられたり、既工程の取り直しをさせられたり、冬に夏服を着

てということもあった。契約が曖昧で施主との直接契約はできなかった。プラン打ち合わせ時は施主は部外者、担当ディレク

ターと話を進め、施主は 1/100 の計画案しか見ていない。施主の聞き取り調査表Ａ４で２枚くらいで計画を進めていく。すべ

ての思いが叶うわけではないことはきちんと伝えたが、それ以上のことができていると思っている。	
 

製作会社から出演料+設計料をもらうが、放映された金額には入っていない。	
 

＜質疑応答＞	
 

選定基準などはあるのか？・・・なぜ私に声がかかったか？そういうことは全くわからない。	
 

番組スポンサーのものを使うとメリットがあるのか？・・・あまりないと思った。	
 

放映後に何か反響のようなものはあったか？・・・直接仕事に結びつくものではなかったが、良かったと多くの方から言って

もらえている。	
 

工務店は？・・・匠と懇意にしているところでと言われるので、相見積はとれない。	
 

竣工後の施主の様子は？・・・とても喜んで住んでいただいている。	
 

	
 

淡々と静かに語っていただきながら、施主のために建物をつくる厚い思いが伝わってきたとても貴重なお話しでした。	
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１．ふくてっくのつどい	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 小川	
 会員	
 

・３／７	
 つどい集会を行い、これからの活動を確認しました。	
 

・３／２１生駒いいもり里山へサンプル作りに行きました。➣しし鍋をごちそうになりました！	
 

・３／２８つどい集会を行い、サンプル作りと活動作品を確認しました。	
 

・５月に鶴見花博で木工遊び活動とりあえず参加して様子をみる、７月に小児病棟でミニ工作の活動をします。	
 

・	
 活動の為の木材を 4/11（土）に生駒いいもり里山へ調達に行く予定です。	
 

●安全確認トレーニングをヒントに住改の話を佐久川会員から。➣４年前に住改を行った 90 歳代のご夫婦のお家の屋根から

空が見える状況。すぐにも改修したいが、認知症の対象者、子どもたちとの都合が付かず、突貫工事で屋根改修。施設には行

きたくない対象者だが、基礎も多分危ない家を改修しても住み続けることができるか？どこで見極めるのかが難しい！	
 

２．東大阪部会	
 	
 清水	
 会員	
 

①	
 	
 3 月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は 4日間（3/5.12.19.26）延べ 13 名が活動しました。	
 

・東大阪市改造助成事前相談会 2回実施しました。担当：3/5 磯田・3/19 曽我部	
 

・3/12.19.26、検証外申請書類等の内容確認作業を実施。担当：後藤・山本・清水	
 

②	
 改造助成の講習会	
 

・3 月 5 日障害者事業所担当職員対象「障害者への支援/制度の理解」グループワークで実施しました。	
 

	
 	
 	
 講師：磯田・大塚・小川・川北・鎌田・清水・曽我部・中北・山本	
 

・3 月 12 日介護支援専門員対象「事業概要書の作成」グループワークで実施しました。	
 

	
 	
 	
 講師：大塚・小川・川北・鎌田・清水・曽我部・山田・山本	
 

③	
 平成 26 年度検証活動終了、平成 27 年度版申請書類等の納品、後は改造・介護の報告書、改造助成 Q&A 集を作成し納品が

残っています。	
 

④	
 	
 3 月 28 日事例検討会、参加者 9名。	
 

⑤	
 	
 東大阪活動あれこれ・・・「申請者あれこれ」清水会員➣「僩」の読みは？知らない文字が一杯！	
 

３．こむねっと事業部会	
 中北	
 会員	
 

こちふけど	
 むりにおこすな	
 ねむりから	
 つのるおもいも	
 とばぬうめ	
 事業部会報告	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 次回の部会は 4/18	
 

3/19	
 大阪府地域福祉審議会	
 10：00	
 第 3 期大阪府地域福祉計画の承認	
 ４月から施行	
 ➣勉強会を開催する予定	
 

3/31	
 公開勉強会「介護保険制度と高齢者の住宅問題」	
 ➣サ高住の現状等報告。不動産関係者も多数参加	
 

草の根共生会「蓮Ⅱ」経過報告	
 ➣検査済がないために、構造チェックなど苦労しているところ	
 

奈良県手をつなぐ育成会第三者評価	
 ➣27 年度事業計画が出され、組織が刷新されていた。	
 

特殊建築物定期検査報告	
 ➣3/31 防災センターに報告済	
 

障碍者共同生活援助（ＧＨ）をめぐる状況、今後の展望（障碍者の高齢化と地域生活支援）➣建設費が家賃に上乗せされるな

ど、問題点が多くあるＧＨ。	
 また、勉強会を重ねていく。	
 

4/29	
 地域共生館ふれぼの着工イベント	
 （5/9	
 地鎮祭）	
 

４本の矢のその後、大阪ＮＰＯセンターからは、高齢化する障がい者と親の協同生活の場づくりの検討、日本ＮＰＯセンター

事務局長から入会のお誘いあり、ゆめかぜ基金からは合同勉強会を開催しようというお誘いなど・・・少しずつ進んでいる。	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー）	
 

中北会員：今月のことば遊び	
 	
 さくらさく	
 	
 次回は	
 かきつばた	
 

松本会員：さくらさいた新年度	
 くあり	
 らくありふくてっく	
 さがしもとめた	
 くろうとぶ	
 

中北会員：さらなる	
 くろうは	
 らくのもと	
 されども	
 くろうはしたくない	
 

小川会員：４／１９「交野市チャリティマラソン」（１０Km）に立溝ファミリーと小川が参加します。	
 

	
 ５／３１「６時間共生・共走リレーマラソン」に参加検討しています。奮っての参加お願いします。	
 

４/６大阪マラソン申し込み	
 	
 ６/７リレーマラソン参加予定	
 

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください）	
 

	
 

＊次回例会の司会予定＊	
 	
 

平成 27 年 5 月 9 日	
 
司会：佐久川会員	
 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：島村会員	
 曽我部会員	
 

＊次回以降の予定＊	
 

・5 月 9 日（土）13：30～17：00	
 会場：大阪市立社会福祉センター	
 

	
 	
 ■学習会	
 未定	
 

・6月 6 日（土）13：30～17：00	
 会場：大阪市立社会福祉センター	
 

	
 	
 ■学習会	
 未定	
 

	
 


